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年間テーマ 砂の探究  子どもの言葉・姿 写真 

探求テーマ 砂遊び ・目の前で保育士が砂を掘り起こす様子を

見て、「やってみたい」と言う。 

・掘り起こした砂をさっそく触って「やわ

らかい」と言って感触を確かめながら、掘

り起こしていない方の砂と比べてみる。 

 

・「こっちの方がさらさら」と言いながら

掘り起こした方の砂を触っている。 

・掘り起こした方の砂に指を入れて、すっ

と入ることを確かめている。 

 

・砂を踏んで見て、靴の跡が付く様子を楽

しむ。 

 

・「シャベルでほってみたい」と言いなが

らシャベルを持ってきて自分でも掘って

みる。。 

・「コロコロする」と言いながら、サンドロ

ーラーでも跡をつけてみる。 

・掘り起こした砂に 「こっちの方がやりや

すい」と喜んでいる。 

 

・掘り起こす前の砂と、掘り起こしてやわ

らかくなった砂と交互に触ってみて、その

違いを楽しんでいた。 

 

 

子どもの姿 

・園庭に出ると、まず砂場に行って砂に触ったり砂

場の道具に触れたりしている。 

・入れ物に砂を入れてみたり、サンドローラーでい

ろいろな跡を付けて喜んでいる。 

「問い」を考える 
・触った感触がどのような感じなのか、子どもの言

葉を受けて具体的な問いにして聞いてみる。 

活動をデザインする 
・十分に手や足で砂に触れた後、道具を出してそれ

で楽しめるようにする。 

環境をデザインする 
・目の前で砂場を掘り起こしてみせ、その場で砂に

触りたくなるようにする。 

小グループを構成する 
・気づいたことをどのように言葉にするのか、砂の

感触の楽しみ方を一緒に共感する。 

振り返り 

目の前で砂を掘り起こして見せることによって、そ

のままの砂と掘り起こしてすぐの砂との感触の違

いに気づけるようにした。掘り起こしてすぐの砂が

よりさらさらなことや、手や靴の跡がすぐにつくこ

と、指もすっと入ること、シャベルやスコップで掘

りやすいことに気づいたようだった。よりさらさら

ふわふわになった砂だからこそ、今後の遊びが広が

るのではないかと感じた。 



 


